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事業推進体制 、基本方針・キャッチフレーズ、ロゴマーク ２

事業推進体制

酒井家庄内入部400年記念事業実行委員会

事業全体の進行管理、普及啓発と情報発信

観光誘客事業

観光部会 まちづくり部会歴史文化部会

総務企画部会

歴史発見事業 城下のまち鶴岡将来構想

アドバイザー

太下義之氏

渡邉賢一氏

運営支援

株式会社山形アドビューロ

はんどれい株式会社

基本方針とキャッチフレーズ 令和２年度決定

庄内の歴史を知り、庄内の精神・価値を学び考え、
持続可能な未来を創造します。 400年から学ぶ庄内 みんなでつなごう将来

SHONAI SHORAI

庄内地域の企業・団体

同志社大学教授

株式会社XPJP代表取締役

基本方針 キャッチフレーズ

令和元年度 庄内二市三町が参加する実行委員会を設立。

令和２年度 有識者やまちづくり経験者等から成る４つの専門部会を設置。アドバイザー委嘱し、運営支援業者を決定。

ロゴマーク 令和２年度決定

令和２年度 記念事業のロゴマークを①デザイン公募、②審査会（委員長：東北芸術工科大学学長中

山ダイスケ氏）による３点の選定、③最終審査として一般投票により決定。

酒井家初代忠次所用の兜の鹿角、酒井家家紋「丸にかたばみ」を取り入れたデザインに決定。

基調である朱・金・黒の３色は、公式サイトや印刷物等のベースカラーとすることとした。



令和３年度-４年度 記念事業の概要

◆ 歴史講演会(10/31グランドエル・サン)

◆ 公式サイト・SNS等による情報発信

◆ 酒井家文献調査・高校生古文書等体験

◆ 鶴岡公園周辺の案内機能充実

◆ 鶴岡公園からのモデルルート構築

◆ 観光ガイドブック制作・発行

◆ 旅行会社・飲食店連携、スマホ案内サイト

◆ 鶴岡公園桜ライトアップ

◆ 小中学生向け歴史文化副読本の編集制作

◆ 酒井家ゆかりの地デジタルアーカイブ

◆ 子ども記者プロジェクト

◆ 学術的な歴史講座

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

城下のまちづくり

庄内地域の歴史と文化の継承

シビックプライド・郷土愛の醸成、にぎわい創出

未来につなげる

◆記念誌・記念動画の製作 ◆記念品の製作 ◆鶴岡公園での桜植樹・記念プレート設置

３

◆ 記念式典(10/8荘銀タクト鶴岡)

◆ 庄内地域26館ミュージアムスタンプラリー

◆ 高校生学芸員体験・動画製作体験

◆ みんなでつなぐ活動-市民活動支援

◆ 鶴岡公園周辺文化施設・飲食店連携

◆ 首都圏：誘客プロモーション（食文協連携）

◆ 都 内：記念シンポジウム（7/11）

◆ 都 内：旅行会社と連携した講座型誘客

◆ 鶴岡公園桜ライトアップ

◆ 400年にぎわい市（10/9荘内大祭連携）

◆ 副読本・酒井家ゆかりの地マップの頒布

◆ 小中学校での出前講座

◆ 小・中学生歴史文化研究コンクール

◆ 子ども記者プロジェクト

◆ 歴史シンポジウム・歴史講座

普及啓発・情報発信 観光誘客 歴史発見

みんなでつなごう将来

◆鶴岡公園を中心とした歴史文化の案内拠点づくり

◆鶴岡公園・松ヶ岡・丸岡を結ぶモデルルート構築

◆庄内地域のミュージアム連携・小中学生への副読本頒布

◆城下のまち鶴岡将来構想 【市都市計画課】

◆鶴岡公園正面広場・内堀周辺の整備 【市都市計画課】

◆未指定文化財調査、馬出遺構の石積活用 【市社会教育課】



小中学校 出前講座・現地研修（7校）

開始式
4/14㈭

みんなでつなぐ活動（８団体）

酒井家庄内入部400年記念事業 令和４年度スケジュール

各種普及啓発・情報発信

鶴岡公園
桜ライトアップ
4/14-20

酒井家ゆかりの地スマホ用サイト構築・QR案内板設置の拡充

記

念

事

業

関

連

事

業

子ども記者①
7/30㈯

庄内地域ミュージアム2６館スタンプラリー 4/14-11/30

鶴岡公園周辺の未指定文化財調査・馬出遺構の石積の活用検討 社会教育課

文化財めぐり7/24㈰・8/10㈬・9/24㈯社会教育課

歴史シンポジウム
「酒井家草創」

5/7㈯

高校生学芸員体験 5/28～

鶴岡駅前の拠点づくり・中心市街地将来ビジョン（仮称）検討 ／ 鶴岡公園 正面広場整備 都市計画課

シルクノチカラ
12/11㈰

12月～３月11月10月9月8月7月6月5月4月

鶴岡公園周辺飲食店
致道博物館企画展コラボ

食と食文化の魅力プロモーション 鶴岡食文化創造都市推進協議会

歴史文化研究作品展
10/8-10

宝生流能楽公演
6/14㈫-15㈬

東京シンポジウム
7/11㈪／都内

高校生動画制作
6/11-12

400年にぎわい市
10/9㈰

歴史講座
「三方領知替え」

9/3㈯

歴史講座
「最上家と加藤家」

10/22㈯

歴史講座
「江戸勤番武士」

11/5㈯

首都圏プロモーション
【江戸川区】郷土料理体験教室7/7㈭・8㈮、8/4㈭・5㈮
【大宮市】食・食文化・観光・物産プロモーション7/20㈬-22㈮

10月強化月間

大人の休日倶楽部・趣味の会 講座／都内 ※鶴岡への各講座旅行あり。

①「酒井家と庄内」8/23 ②「黒川能」8/30・31

致道博物館 記念特別展
酒井忠次展4/14-5/29 忠徳・致道館展6/1-7/18 三方領知替展7/22-9/7 酒井忠勝展9/10-10/31 戊辰戦争・松ヶ岡展11/3-12/25

庄内藩江戸市中取締展 10/7～12月末 郷土資料館

テキスタイルインスタレーション
「ファンファーレ扇の舞」
10/21-11/6 商工課

酒田まつり5/20
鶴岡天神祭5/25

荘内大祭
10/９㈰

記念式典
10/８㈯

赤川花火
8/20㈯

あつみ温泉「殿さまのバラ」
イベント

9/17㈯温海産業建設課

松ヶ岡クラフトフェス
10/1㈯-2㈰

羽黒総務企画課

鹿児島市関東郷土会
桜寄贈5/11

首都圏プロモーション／食文化推進協連携
7-8月

シルクミライ館
オープン4/16

鹿児島フェア
4/23-5/1

庄内観光物産館

まちなかめぐり
10/10

鶴岡商工会議所

中村橋吾公演
4/16荘内神社

岡崎市
徳川家康生誕480年
シンポジウムでの観光PR 

5/21

岡崎市
美食×美酒やまがた
岡崎・鶴岡信金4/1-4

東北公益大
山形地域論6/15

古琴演奏会
7/15㈮・16㈯
日本古琴振興会

古琴コンサート
11/13㈰

アンサンブル・チコーニア

地方史合同研究会
7/2㈯

庄内歴史懇談会等

庄内論語素読検定会
8/7㈰

致道館文化振興会議

琵琶で語る庄内藩
9/11㈰

琵琶全国一水会鶴岡支部

アマチュア無線記念局 日本アマチュア無線連盟鶴岡クラブ4/1-10/31

豊かな食の郷土づくり
カンファレンス

11/18㈮・19㈯

水焔の能
8/6㈯

鶴岡市立藤沢周平記念館 「藤沢周平が描いた庄内藩」3/25-11/15 「海坂藩もの」にみる庄内藩」11/18-

三方国替え講演会
7/2㈯

櫛引地域生涯学習振興会

４

東北公益大
講演・鼎談会9/5

「歴史ハンドブック」
小中学生へデジタル発行

１月

子ども記者②
11/12㈯

高校生 出前講座（3校）

高校生学芸員400年記念展示 9/20～12/26［致道博物館］

黒川能保存伝承研究会
11/26㈯

黒川能保存会

学校給食記念献立9/1-2学校給食センター

シルクサミット
12/10㈯

歴史文化研究コンクール
夏休み期間

鶴岡公園正面広場
記念植樹
3/18㈯

民俗芸能交流発表会
歴史解説
2/4㈯

劇「三方領知替え」
11/12㈯・13㈰
表現舎刻一刻

お居なりばやし
10/9

街中パフォーマンス



酒井家庄内入部400年記念式典

◆開催日 10 月 ８ 日㈯ 14:30-17:45

◆会 場 荘銀タクト鶴岡 大ホール ［定員1,000人満席］

◆内 容 ※要約筆記・手話通訳を実施。

○黒川能の上演 能「高砂」より

○小・中学生歴史文化研究コンクール 表彰式（全46作品は小ホールで展示）

○記念講演「酒井家・庄内の位置づけ」

講師 本郷和人 氏（歴史学者）

○記念座談会「未来に歴史と文化をつなぐために」

出演 德川家広 氏（公益財団法人德川記念財団理事長）

酒井忠久 氏（酒井家18代当主・公益財団法人致道博物館代表理事・館長）

本多大将 氏（本多忠勝家22代当主）

榊󠄀原政信 氏（榊󠄀原康政家17代当主）

井伊直岳 氏（井伊直政家18代当主）

普及啓発

酒井家庄内入部400年記念事業 令和４年度主な取組① ５

■出席ゲスト

・鶴岡市交流都市：鹿児島市、江戸川区、新島村、木古内町、墨田区、曽於市

・岡崎信用金庫、さがみ信用金庫、会津信用金庫（徳川家臣団ネットワーク）

徳川宗家と「四天王」の子孫による座談会

黒川能「高砂」

小中学生への表彰式

荘内400年にぎわい市

◆開催日 10 月 ９ 日㈰ 10:00-16:00 荘内大祭と連携開催

◆会 場 鶴岡公園疎林広場 ［来場数5,000人］

◆内 容

○ステージイベント キッズチアShooting★Stars、表現舎刻一刻、

Kickin’Dance Fam、念珠関辨天太鼓、荘内藩甲冑研究会

○鶴岡青年会議所による郷土食イベント「朱の陣」 20店

観光誘客

市民団体によるステージ 食イベント「朱の陣」の様子

本郷和人氏の講演

手話通訳と要約筆記を実施し、
ユニバーサルデザイン指針マニュアルを作成



庄内地域ミュージアム26館スタンプラリー

■参加館

鶴岡市17館 致道博物館など

酒田市５館 本間美術館など

庄内町２館 清河八郎記念館など

三川町１館 アトク先生の館

遊佐町１館 旧青山本邸

■ラリー参加者数 延7,500人

庄内二市三町の文化施設による記念展示を巡るスタンプラリーを開催。

①鶴岡公園周辺、②鶴岡広域、③庄内広域より４館で達成。

普及啓発

◆会 期 ４ 月１４日㈭ ～ 11 月末

酒井家庄内入部400年記念事業 令和４年度主な取組② ６

４館達成者には折りたたみエコバッグ進呈

歴史シンポジウム
「酒井家草創～庄内藩主への道程～」

戦国史の専門家５名による講演・パネルディスカッ
ション。酒井家初代忠次、二代家次、三代忠勝の
事績を見つめ直した。

歴史発見

専門家５名がそれぞれ講演したのち、
パネルディスカッションを開催

高校生・歴史文化体験

地元高校生が地域の歴史や文化に触れる機
会として、致道博物館での学芸員体験や、
Youtuberとの動画製作体験を実施。

●学芸員体験 致道博物館 ／参加者6人

◆5月～9月体験、9/10-10/31公開

普及・情報

●動画製作体験 致道館等／参加者5人

◆開催日 6/11㈯ ・ 12㈰

◆このほか、テレビ局イベントへの作品製作

◆開催日 5月7日㈯ 13:00-17:00
◆会 場 荘銀タクト鶴岡 大ホール
◆参加数 ４００人
◆講師
・平野明夫 氏 國學院大學兼任講師

・山田邦明 氏 愛知大学文学部教授

・久保田昌希 氏 駒澤大学名誉教授

・柴 裕之 氏 東洋大学非常勤講師

・小川 雄 氏 日本大学文理学部准教授

開始式 普及啓発

致道博物館記念特別展・ミュージアムスタンプ
ラリーの初日に合わせて開催

◆開催日 4月14日㈭

◆会 場 致道博物館駐車場

致道博物館から贈呈された
「酒井家世紀」は公共施設に頒布

甲冑武者隊との勝鬨



酒井家庄内入部400年記念シンポジウムin大手町

首都圏からの誘客を目的としたシンポジウムを江戸期の酒井家上屋敷跡である大手町で開催。

観光誘客

酒井家庄内入部400年記念事業 令和４年度主な取組③ ７

■協力 首都圏鶴岡会・鶴岡市東京事務所（鶴岡・庄内の物産コーナー）

パネルディスカッションでは、
西郷と庄内藩の強い交わりを確認

伊東氏は庄内藩の強さについて
酒井玄蕃に着目

大人の休日倶楽部「趣味の講座」 観光誘客

休憩時間中はエントランスの
物産コーナーがにぎわった

イベントリーフレット

㈱JR東日本びゅうツーリズム＆セールスと連携して、東京で同社会員向けの誘客型講座を開催。
合わせて、鶴岡への講座旅行会を実施。

●「若殿が語る 庄内の歴史と未来講座」

◆開催日 8/23㈫
◆参加数 65名
◆講 師 酒井忠順 氏 酒井家19代後嗣

◆旅行会 9/29㈭・30㈮

●「神にささげる黒川能」

◆開催日 8/30㈫ ・ 31㈬
◆参加数 77名
◆講 師 上野由部 氏 黒川能下座能太夫20世

◆旅行会 10/15㈯・16㈰

首都圏シティプロモーション 観光誘客

鶴岡食文化創造都市推進協議会と連携して、
首都圏でのシティプロモーションを実施。

鶴岡の食や地酒などを販売
しながら入部400年の歴史と
文化をPR

◆開催日 7月11日㈪ 18:45-21:10
◆会 場 日経ホール（東京都千代田区大手町）
◆参加数 ４００名
◆基調講演「東北戊辰戦争と庄内藩の活躍」
講師 伊東 潤 氏 歴史小説家

◆パネルディスカッション
・伊東 潤 氏

・酒井忠久 氏 酒井家18代当主

・谷口雅一 氏 NHK歴史番組プロデューサー

・本郷和人 氏 歴史学者

◆日 程 7/20㈬ ～ 22㈮
◆会 場 まるまるひがしにほん（東日本連携センター）
◆内 容 入部400年記念 鶴岡の物産と観光フェア
◆来場数 6,500人



歴史講座

出前講座・現地研修/歴史文化研究コンクール

小中学生の地域学習を促進するため、出前講座と現地研修を実施。
夏休みに歴史文化研究作品を募集し、成果展示を10/8記念式典と
同時開催。式典内で表彰式を行った。

学術的な観点による講座を致道博物館等の企画展と連携して開催。

歴史発見

歴史発見

酒井家庄内入部400年記念事業 令和４年度主な取組④ ８

出前講座では児童・生徒の
身近な歴史と文化を紹介

歴史文化研究コンクール作品展では
小中学生の熱心な研究成果が並んだ

副読本「庄内の歴史ハンドブック」

庄内一円の小5～中３の児童・生徒
１万人にデジタル頒布。
副読本として、記念事業終了後も
頒布を継続していく。

◆デジタル頒布 令和５年1月
※記念事業公式サイトでも無料公開。

◆「三方領知替え一件をめぐる幕府政治」 150人

9/3㈯ 藤田 覚 氏 東京大学名誉教授

◆「近世初期の御家騒動～最上家と加藤家の改易～」 100人

10/22㈯ 福田千鶴 氏 九州大学基幹教育院教授

◆「江戸勤番武士の暮らし」 100人

11/5㈯ 岩淵令治 氏 学習院女子大学国際文化交流学部教授

※会場はいずれも出羽庄内国際村ホール。
各歴史講座の動画記録は公式サイト・youtubeで配信中

庄内の歴史ハンドブック

歴史発見

子ども記者プロジェクト

小学4・5・6年生と保護者が取材・記事作成、地元新聞に掲載。

◆出前講座・現地研修 鶴岡市内小中学校7校
◆歴史文化研究コンクール
・募集期間 8月～9/12 応募総数46点
・作品展 10/8㈯ ～ 11㈪ 荘銀タクト鶴岡 小ホール
・来場数 500人

◆7/30㈯［鶴ヶ岡城］9組18人

・講師 菅原義勝 氏 致道博物館主任学芸員

◆11/12㈯［丸岡と黒川］ 9組18人

・講師 上野由部氏 黒川能保存会業務執行理事
［鶴ヶ岡城］では致道博物館も見学

歴史発見



記念誌・動画、記念品、桜植樹など

鶴岡公園周辺・飲食店等連携

致道博物館による特別展「藩祖・酒井忠勝」「刀剣乱舞-ONLINE」コラボ
と合わせて、文化施設や飲食・菓子店を巡るイベントを実施。

みんなでつなぐ支援

400年を記念した市民活動を支援。

◆グループ型 事業費2/3上限10万円

◆イベント型 事業費1/2上限20万円

①お居なりばやしパレード

②アマチュア無線局

③七絃琴コンサート

④地方史合同研究会

⑤甲冑隊による歴史動画製作

⑥庄内論語素読検定

⑦琵琶で語る荘内藩

⑧宝生流能楽公演

普及啓発

普及啓発

みんな

酒井家庄内入部400年記念事業 令和４年度主な取組⑤ ９

庄内論語の素読に小学生25人が挑戦

庄内藩士の嗜みであった宝生流能楽

オリジナルグッズの販売

タオルハンカチ
800円

トートバッグ黒・白
各1,000円

普及啓発

クリアファイル２種セット
500円

歴史雑誌／仙台・新潟タウン誌への掲載

「歴史街道」10月号
歴史研究家・河合敦氏の寄稿とともに

鶴岡公園周辺の魅力を紹介

「仙台闊歩」9月号

「新潟こまち」9月号

全国的な歴史雑誌、仙台・新潟タウン誌

に鶴岡・酒田の見どころなどを掲載。

情報発信

缶バッジ赤白セット
400円

◆イベント名 「城菓飯（じょうかめし）めぐり」
◆日 程 9/10㈯ ～ 10/31㈪
◆参加店 飲食11店・菓子4店
◆内 容 参加店利用者に致道博物館の

文化財トレカを進呈
◆参加数 延7,200人

酒井家家紋を取り入れた
江戸扇子と絹製扇子袋

のぼり旗・市役所壁面看板

酒井忠次所用の甲冑を

取り入れたのぼり旗を製作。

市役所壁面看板と合わせて

入部400年をPR。

普及啓発

鶴岡公園での桜記念植樹（R5.3.18）

庄内を次の100年へ
つなぐ動画記念誌の編集

（R5年度刊行予定）



令和４年度記念事業 他団体の取組

宝生流 能楽公演致道博物館 記念特別展
城下の嗜みの一つであった、宝生流能楽の特別公演を開催。

荘内大祭

◆開催日 6月 14日㈫ 荘銀タクト鶴岡

◆出 演 宝生和英、野村万作・萬斎ほか

◆主 催 同実行委員会（事務局 庄内能楽館）

◆翌日6/15は、小学生などを対象とした体験講座を開催。

10

「ファンファーレ扇の舞」

あつみ温泉ばら園イベント

馬出遺構の石積の活用検討

市教育委員会が中心となり、県道工事で出
土した遺構の石積の活用を検討

◆10月9日㈰ 10:00-13:00（鶴岡公園北広場～市役所周辺）

◆御旅所祭（おたびしょさい）松山藩砲術隊、甲冑隊演武など

◆大名行列・祝賀行列 ：酒田大獅子、庄内町姫龍などのゲスト参加

◆主 催 同実行委員会（事務局 荘内神社）

酒井忠久氏講演会やお湯輿（おゆこし）等
◆9/17 温海温泉林業センターほか
◆主催 鶴岡市温海産業建設課

あつみ温泉魅力づくり推進委員会

テキスタイルデザイナー須藤玲子氏の作品展
◆10/21-11/6 鶴岡アートフォーラム
◆主催 鶴岡市商工課

①「徳川四天王筆頭・酒井忠次」4/14-5/29

②「酒井忠徳と庄内藩校致道館」6/1-7/18

③「民衆のチカラ」7/22-9/7

④「藩祖・酒井忠勝」9/10-10/31

⑤「酒井家の明治維新」11/3-12/25

酒井家庄内入部400年記念として、祝賀行列も開催。

鶴岡公園から市内を練り歩く大名行列と祝賀行列

「酒井忠次」展では、歌舞伎などの
題材となった「酒井の太鼓」を展示

「酒井忠勝」展の国重要文化財「潮音堂」
酒井忠勝が三千両で譲り受けたと伝わる

東北公益文科大学 記念講演会・鼎談会

磯田道史氏（国際日本文化研究センター教授）による講演
酒井忠久氏・門松秀樹氏（同大准教授）との鼎談
◆9/5 公益ホール
◆東北公益文科大学後援会総会記念行事として開催。


